
(57)【要約】

【課題】蓄電池に対する温度検出用素子の接触状態を確

実に維持する。

【解決手段】電動工具用電池パックは、複数の蓄電池に

よって構成される組電池と、組電池を内部に収納する電

池パックケース本体２０と、電池パックケース本体２０

と協働して組電池の組付状態を維持するインナーカバー

３０と、インナーカバー３０に設置される回路基盤４０

と、電池パックケース本体２０と協働して電池パックの

外郭を構成する電池パックケースカバーと、を有してい

る。そして、回路基盤４０には素子用リード線４３を介

して温度検出用素子４４，４５が設置されており、かか

る温度検出用素子４４，４５は、電池パックケース本体

２０に形成される規制壁２２と、インナーカバー３０が

備える切欠部３４とによって形成される空間３５に嵌め

込み設置されることにより、蓄電池に対する接触状態が

維持されている。

【選択図】図１Ｄ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 蓄 電 池 に よ っ て 構 成 さ れ る 組 電 池 と 、
　 前 記 組 電 池 を 内 部 に 収 納 す る 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 と 、
　 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 と 協 働 し て 前 記 組 電 池 の 組 付 状 態 を 維 持 す る イ ン ナ ー カ バ ー
と 、
　 前 記 イ ン ナ ー カ バ ー に 設 置 さ れ る 回 路 基 盤 と 、
　 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 に 設 置 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 と 協 働
し て 電 池 パ ッ ク の 外 郭 を 構 成 す る 電 池 パ ッ ク ケ ー ス カ バ ー と 、
　 を 有 す る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク に お い て 、
　 前 記 回 路 基 盤 に は リ ー ド 線 を 介 し て 温 度 検 出 用 素 子 が 設 置 さ れ て お り 、
　 か か る 温 度 検 出 用 素 子 は 、 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 に 形 成 さ れ る 規 制 壁 と 、 前 記 イ ン
ナ ー カ バ ー が 備 え る 切 欠 部 と に よ っ て 形 成 さ れ る 空 間 に 嵌 め 込 み 設 置 さ れ る こ と に よ り 、
前 記 蓄 電 池 に 対 し て 接 触 状 態 と さ れ る こ と を 特 徴 と す る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク に お い て 、
　 前 記 温 度 検 出 用 素 子 は 、 前 記 空 間 に 嵌 め 込 み 設 置 さ れ た と き の 前 記 蓄 電 池 と の 接 触 状 態
が 目 視 確 認 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク に お い て 、
　 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス カ バ ー は 、 前 記 空 間 に 嵌 め 込 み 設 置 さ れ る 前 記 温 度 検 出 用 素 子 の
移 動 を 規 制 す る た め の ボ ス を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク に お い て 、
　 前 記 ボ ス は 、 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス カ バ ー を 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 に 設 置 し た 状 態
に お い て 下 方 に 伸 び る 構 造 体 で あ り 、
　 常 に は 前 記 温 度 検 出 用 素 子 お よ び 前 記 リ ー ド 線 を 押 圧 せ ず 、
　 前 記 温 度 検 出 用 素 子 お よ び 前 記 リ ー ド 線 が 前 記 空 間 か ら 抜 け る 方 向 に 動 い た と き に 、 か
か る 動 作 を 規 制 す る こ と を 特 徴 と す る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク に お い て 、
　 前 記 リ ー ド 線 は 、 前 記 イ ン ナ ー カ バ ー に 形 成 さ れ る リ ブ に よ っ て 固 定 案 内 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク に お い て 、
　 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 に は 、 前 記 イ ン ナ ー カ バ ー を 所 定 位 置 に 位 置 決 め す る た め の
位 置 決 め 壁 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 イ ン ナ ー カ バ ー に は 、 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 に 設 置 さ れ た 状 態 に お い て 、 前 記
位 置 決 め 壁 と 対 向 接 触 す る 当 接 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ
ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク に 係 り 、 特 に 、 蓄 電 池 の 温 度 を 検 出 し て 安 定 し た 充 電
制 御 、 温 度 制 御 な ど の 電 池 制 御 を 行 う よ う に し た 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク の 改 良 に 関 す る も
の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 組 電 池 を 構 成 す る 複 数 の 蓄 電 池 に 対 し て 温 度 検 出 用 素 子 を 設 置 す る こ と に よ
り 、 蓄 電 池 の 温 度 を 検 出 し て 安 定 し た 充 電 制 御 、 温 度 制 御 な ど の 電 池 制 御 を 行 う よ う に し
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た 電 池 パ ッ ク が 知 ら れ て い る 。 そ し て 、 一 般 的 に 、 蓄 電 池 に 対 す る 温 度 検 出 用 素 子 の 取 り
付 け は 、 粘 着 テ ー プ な ど を 用 い て 簡 単 に 行 わ れ て い た 。 し か し な が ら 、 電 動 工 具 な ど の よ
う に 、 頻 繁 に 移 動 や 衝 撃 を 受 け る 環 境 下 で 用 い ら れ る 給 電 対 象 製 品 に 対 し て 上 記 の よ う な
従 来 の 電 池 パ ッ ク を 用 い た 場 合 に は 、 温 度 検 出 用 素 子 が 外 れ て し ま う 危 険 性 も 存 在 し て い
た 。 そ こ で 、 蓄 電 池 に 対 す る 温 度 検 出 用 素 子 の 取 付 方 法 に つ い て は 、 様 々 な 手 法 が 創 案 さ
れ る に 至 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ に は 、 外 装 ケ ー ス と 温 度 検 出 用 素 子 と の 間 に 押 圧 部 材 を 設 置 し
、 か か る 押 圧 部 材 に よ っ て 温 度 検 出 用 素 子 を 蓄 電 池 に 押 し つ け る よ う に し た 電 池 パ ッ ク が
開 示 さ れ て い る 。 下 記 特 許 文 献 １ に よ れ ば 、 押 圧 手 段 に は 、 弾 性 体 か ら 成 る ス ペ ー サ や ス
プ リ ン グ を 採 用 す る こ と が 好 適 で あ り 、 こ の よ う な 押 圧 手 段 の 採 用 に よ っ て 、 常 に 蓄 電 池
表 面 に 温 度 検 出 用 素 子 を 密 着 さ せ る こ と が で き る の で 、 信 頼 性 の 高 い 電 池 パ ッ ク を 提 供 す
る こ と が で き る と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 下 記 特 許 文 献 ２ に は 、 可 撓 性 を 有 す る 温 度 セ ン サ を 用 い た ２ 種 類 の 電 池 パ ッ ク が
開 示 さ れ て お り 、 外 装 ケ ー ス に 設 け た 位 置 決 め 部 材 で 温 度 セ ン サ を 押 圧 す る こ と に よ っ て
、 温 度 セ ン サ が 温 度 測 定 位 置 に く る よ う に し た 電 池 パ ッ ク （ 第 １ 形 態 ） と 、 電 池 ケ ー ス の
温 度 測 定 位 置 に 設 け た 管 状 の 挿 入 部 に 温 度 セ ン サ を 挿 入 し て 位 置 決 め を 行 う と と も に 、 抜
け 止 め 部 材 で 押 圧 す る こ と に よ り 温 度 セ ン サ が 抜 け な い よ う に し た 電 池 パ ッ ク （ 第 ２ 形 態
） と が 開 示 さ れ て い る 。 そ し て 、 下 記 特 許 文 献 ２ に 開 示 の 電 池 パ ッ ク に よ れ ば 、 所 定 の 位
置 で の 電 池 温 度 を 検 出 す る こ と が で き る と と も に 、 迅 速 か つ 容 易 な 組 み 立 て が 可 能 な 電 池
パ ッ ク を 提 供 す る こ と が で き る と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ １ ３ ２ ９ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ４ ９ １ １ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ ， ２ に 開 示 の 電 池 パ ッ ク に は 、 そ れ ぞ れ 問 題 が 存 在 し て
い る 。 ま ず 、 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の 電 池 パ ッ ク は 、 温 度 検 出 用 素 子 を 押 し つ け る 方 向 が
一 方 向 （ 水 平 方 向 ） の み で あ る た め 、 特 に 、 あ ら ゆ る 方 向 か ら 衝 撃 や 重 力 を 受 け 得 る 電 動
工 具 な ど の 給 電 対 象 製 品 に 用 い る こ と に 不 向 き で あ る 。 ま た 、 繰 り 返 し メ ン テ ナ ン ス を 行
う こ と に よ っ て 押 圧 手 段 の 押 圧 力 が 低 下 し 、 製 品 寿 命 を 低 下 さ せ て し ま う 虞 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 上 記 特 許 文 献 ２ に お い て 、 第 １ 形 態 に 係 る 電 池 パ ッ ク の 場 合 に は 、 外 装 ケ ー ス を
組 み 立 て な け れ ば 温 度 検 出 用 素 子 を 押 し つ け る こ と が で き な い の で 、 押 し つ け 状 態 を 目 視
確 認 で き な い と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 第 １ 形 態 に 係 る 電 池 パ ッ ク で は 、 組 電 池 の 確 実 な
固 定 手 段 が 存 在 し て い な い の で 組 電 池 が 移 動 し て し ま う 虞 が あ り 、 温 度 検 出 用 素 子 と 蓄 電
池 と の 確 実 な 接 触 を 維 持 で き な い 可 能 性 が 存 在 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 ２ の 第 ２ 形 態 に 係 る 電 池 パ ッ ク は 、 蓄 電 池 を 収 納 す る 電 池 ケ ー ス に
対 し て 管 状 の 挿 入 部 と い う 特 殊 形 状 を 形 成 し な け れ ば な ら な い の で 、 製 造 コ ス ト の 増 加 を
招 い て し ま う と い う 問 題 を 有 し て い る 。 さ ら に 、 第 ２ 形 態 に 係 る 電 池 パ ッ ク は 、 可 撓 性 を
有 す る 温 度 セ ン サ を 管 状 の 挿 入 部 の 入 口 で 常 に 押 し つ け る リ ブ を 備 え た も の な の で 、 外 部
か ら の 衝 撃 や メ ン テ ナ ン ス に よ る 押 圧 力 の 繰 り 返 し に よ っ て 、 温 度 セ ン サ を 破 損 し て し ま
う 可 能 性 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 課 題 の 存 在 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ っ て 、 従 来 の 電 池 パ ッ ク が 有
し て い た 問 題 点 を 解 消 す る こ と が で き 、 し か も 、 あ ら ゆ る 方 向 か ら 衝 撃 や 重 力 を 受 け 得 る
電 動 工 具 な ど の 給 電 対 象 製 品 に 用 い た と し て も 、 蓄 電 池 に 対 す る 温 度 検 出 用 素 子 の 接 触 状
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態 を 維 持 す る こ と が 可 能 な 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 の 理 解 を 容 易 に す る た め に 添 付 図 面 の 参
照 番 号 を 括 弧 書 き に て 付 記 す る が 、 そ れ に よ り 本 発 明 が 図 示 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は
な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク は 、 複 数 の 蓄 電 池 （ １ １ ） に よ っ て 構 成 さ れ る 組 電
池 （ １ ０ ） と 、 前 記 組 電 池 （ １ ０ ） を 内 部 に 収 納 す る 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 （ ２ ０ ） と 、
前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 （ ２ ０ ） と 協 働 し て 前 記 組 電 池 （ １ ０ ） の 組 付 状 態 を 維 持 す る
イ ン ナ ー カ バ ー （ ３ ０ ） と 、 前 記 イ ン ナ ー カ バ ー （ ３ ０ ） に 設 置 さ れ る 回 路 基 盤 （ ４ ０ ）
と 、 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 （ ２ ０ ） に 設 置 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス
本 体 （ ２ ０ ） と 協 働 し て 電 池 パ ッ ク の 外 郭 を 構 成 す る 電 池 パ ッ ク ケ ー ス カ バ ー （ ５ ０ ） と
、 を 有 す る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク で あ っ て 、 前 記 回 路 基 盤 （ ４ ０ ） に は リ ー ド 線 （ ４ ３ ）
を 介 し て 温 度 検 出 用 素 子 （ ４ ４ ， ４ ５ ） が 設 置 さ れ て お り 、 か か る 温 度 検 出 用 素 子 （ ４ ４
， ４ ５ ） は 、 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 （ ２ ０ ） に 形 成 さ れ る 規 制 壁 （ ２ ２ ） と 、 前 記 イ
ン ナ ー カ バ ー （ ３ ０ ） が 備 え る 切 欠 部 （ ３ ４ ） と に よ っ て 形 成 さ れ る 空 間 （ ３ ５ ） に 嵌 め
込 み 設 置 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 蓄 電 池 （ １ １ ） に 対 し て 接 触 状 態 と さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク に お い て 、 前 記 温 度 検 出 用 素 子 （ ４ ４ ， ４ ５ ） は 、
前 記 空 間 （ ３ ５ ） に 嵌 め 込 み 設 置 さ れ た と き の 前 記 蓄 電 池 （ １ １ ） と の 接 触 状 態 が 目 視 確
認 可 能 で あ る こ と と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク に お い て 、 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス カ バ ー （ ５
０ ） は 、 前 記 空 間 （ ３ ５ ） に 嵌 め 込 み 設 置 さ れ る 前 記 温 度 検 出 用 素 子 （ ４ ４ ， ４ ５ ） の 移
動 を 規 制 す る た め の ボ ス （ ５ ３ ） を 備 え る こ と と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク に お い て 、 前 記 ボ ス （ ５ ３ ） は 、 前 記 電 池
パ ッ ク ケ ー ス カ バ ー （ ５ ０ ） を 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 （ ２ ０ ） に 設 置 し た 状 態 に お い
て 下 方 に 伸 び る 構 造 体 で あ り 、 常 に は 前 記 温 度 検 出 用 素 子 （ ４ ４ ， ４ ５ ） お よ び 前 記 リ ー
ド 線 （ ４ ３ ） を 押 圧 せ ず 、 前 記 温 度 検 出 用 素 子 （ ４ ４ ， ４ ５ ） お よ び 前 記 リ ー ド 線 （ ４ ３
） が 前 記 空 間 （ ３ ５ ） か ら 抜 け る 方 向 に 動 い た と き に 、 か か る 動 作 を 規 制 す る よ う に 構 成
す る こ と が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク に お い て 、 前 記 リ ー ド 線 （ ４ ３ ） は 、
前 記 イ ン ナ ー カ バ ー （ ３ ０ ） に 形 成 さ れ る リ ブ （ ３ ３ ） に よ っ て 固 定 案 内 さ れ る こ と と す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク に お い て 、 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体
（ ２ ０ ） に は 、 前 記 イ ン ナ ー カ バ ー （ ３ ０ ） を 所 定 位 置 に 位 置 決 め す る た め の 位 置 決 め 壁
（ ２ ６ ） が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 イ ン ナ ー カ バ ー （ ３ ０ ） に は 、 前 記 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本
体 （ ２ ０ ） に 設 置 さ れ た 状 態 に お い て 、 前 記 位 置 決 め 壁 （ ２ ６ ） と 対 向 接 触 す る 当 接 部 （
３ ６ ） が 形 成 さ れ て い る こ と と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 上 記 発 明 の 概 要 は 、 本 発 明 の 必 要 な 特 徴 の 全 て を 列 挙 し た も の で は な く 、 こ れ ら の
特 徴 群 の サ ブ コ ン ビ ネ ー シ ョ ン も ま た 発 明 と な り 得 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 の 電 池 パ ッ ク が 有 し て い た 問 題 点 を 解 消 す る こ と が で き 、 し か も
、 あ ら ゆ る 方 向 か ら 衝 撃 や 重 力 を 受 け 得 る 電 動 工 具 な ど の 給 電 対 象 製 品 に 用 い た と し て も
、 蓄 電 池 に 対 す る 温 度 検 出 用 素 子 の 接 触 状 態 を 確 実 に 維 持 す る こ と が 可 能 な 電 動 工 具 用 電
池 パ ッ ク を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 な お
、 以 下 の 実 施 形 態 は 、 各 請 求 項 に 係 る 発 明 を 限 定 す る も の で は な く 、 ま た 、 実 施 形 態 の 中
で 説 明 さ れ て い る 特 徴 の 組 み 合 わ せ の 全 て が 発 明 の 解 決 手 段 に 必 須 で あ る と は 限 ら な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま ず 、 図 １ Ａ な い し 図 １ Ｅ を 用 い て 本 実 施 形 態 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク の 全 体 構 成
を 説 明 す る 。 こ こ で 、 図 １ Ａ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク の 外 観 上 面 図 で
あ る 。 ま た 、 図 １ Ｂ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク の 外 観 側 面 図 で あ る 。 さ
ら に 、 図 １ Ｃ は 、 図 １ Ａ に お け る Ａ － Ａ 断 面 を 示 す 縦 断 面 側 面 図 で あ り 、 図 １ Ｄ は 、 図 １
Ｂ に お け る Ｂ － Ｂ 矢 視 を 示 す 上 面 図 で あ り 、 図 １ Ｅ は 、 図 １ Ｄ に お け る Ｃ － Ｃ 断 面 を 示 す
縦 断 面 側 面 図 で あ る 。 な お 、 図 １ Ａ ， 図 １ Ｂ お よ び 図 １ Ｃ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 電 動 工 具
用 電 池 パ ッ ク の 全 体 を 示 し た も の で あ り 、 一 方 、 図 １ Ｄ お よ び 図 １ Ｅ は 、 電 池 パ ッ ク ケ ー
ス カ バ ー ５ ０ を 取 り 外 し た 状 態 の 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ Ａ な い し 図 １ Ｅ に お い て 示 す 通 り 、 本 実 施 形 態 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク は 、 主
要 な 構 成 と し て 、 組 電 池 １ ０ 、 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 ２ ０ 、 イ ン ナ ー カ バ ー ３ ０ 、 回 路 基
盤 ４ ０ 、 電 池 パ ッ ク ケ ー ス カ バ ー ５ ０ と い う 部 材 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 組 電 池 １ ０ は 、 複 数 の 蓄 電 池 １ １ を 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 本 実 施
形 態 で は 、 ８ 個 の 蓄 電 池 １ １ の 集 合 体 と し て 構 成 さ れ て い る 。 蓄 電 池 １ １ の 組 み 方 と し て
は 、 例 え ば 、 蓄 電 池 １ １ 同 士 を ニ ッ ケ ル 板 で 接 続 し て 所 望 の 形 状 に 配 列 し 、 熱 収 縮 チ ュ ー
ブ で パ ッ ク す る 方 法 を 採 用 す る こ と が で き る 。 な お 、 蓄 電 池 １ １ の 種 類 と し て は 、 ニ カ ド
電 池 、 ニ ッ ケ ル 水 素 電 池 、 リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 な ど を 採 用 す る こ と が 可 能 で あ り 、 そ の 組
本 数 に つ い て は 、 給 電 対 象 で あ る 電 動 工 具 の 仕 様 に 応 じ て 任 意 に 設 定 す る こ と が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 ２ ０ の 詳 細 な 構 造 を 説 明 す る と 、 本 実 施 形 態 に 係 る 電 池 パ
ッ ク ケ ー ス 本 体 ２ ０ は 、 図 ２ Ａ お よ び 図 ２ Ｂ に お い て 示 す 構 造 を 備 え て い る 。 こ こ で 、 図
２ Ａ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 の 外 観 上 面 図 で あ り 、 図 ２ Ｂ は 、 図 ２ Ａ
に お け る Ｄ － Ｄ 断 面 を 示 す 縦 断 面 側 面 図 で あ る 。 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 ２ ０ は 、 組 電 池 １
０ を 内 部 に 収 納 可 能 な 部 材 で あ り 、 そ の 収 納 ス ペ ー ス の 底 部 に は 、 組 電 池 １ ０ の 外 形 に 沿
っ た 曲 面 形 状 ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 曲 面 形 状 ２ １ は 、 組 電 池 １ ０ の 安 定 し た 収 納 を
実 現 す る も の で あ り 、 外 部 か ら 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 ２ ０ に 衝 撃 が 加 わ っ た と し て も 、 組
電 池 １ ０ の 移 動 を 規 制 で き る よ う に な っ て い る 。 な お 、 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 ２ ０ の 形 状
に つ い て は 、 組 電 池 １ ０ の 形 状 や 大 き さ に 応 じ て 任 意 に 変 更 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 続 い て 、 イ ン ナ ー カ バ ー ３ ０ に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で 、 図 ３ Ａ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る
イ ン ナ ー カ バ ー の 外 観 形 状 を 示 す 外 観 上 面 図 で あ り 、 図 ３ Ｂ は 、 図 ３ Ａ に お け る Ｅ － Ｅ 断
面 を 示 す 縦 断 面 側 面 図 で あ る 。 イ ン ナ ー カ バ ー ３ ０ は 、 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 ２ ０ と 協 働
し て 組 電 池 １ ０ の 組 付 状 態 を 維 持 す る 部 材 で あ る 。 よ り 具 体 的 に 説 明 す る と 、 イ ン ナ ー カ
バ ー ３ ０ は 、 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 ２ ０ に 収 納 さ れ た 状 態 の 組 電 池 １ ０ の 上 部 に 組 電 池 １
０ を 覆 う よ う に 設 置 さ れ る 部 材 で あ り 、 組 電 池 １ ０ と 接 す る 部 分 の 形 状 は 、 組 電 池 １ ０ の
外 形 に 沿 っ た 曲 面 形 状 ３ １ と な っ て い る 。 し た が っ て 、 組 電 池 １ ０ は 、 電 池 パ ッ ク ケ ー ス
本 体 ２ ０ が 有 す る 曲 面 形 状 ２ １ と イ ン ナ ー カ バ ー ３ ０ が 有 す る 曲 面 形 状 ３ １ と に よ っ て 確
実 に 狭 持 さ れ る こ と に な る 。 ま た 、 イ ン ナ ー カ バ ー ３ ０ に は 、 後 述 す る 回 路 基 盤 ４ ０ を 設
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置 す る た め の ね じ 孔 ３ ２ と 、 回 路 基 盤 ４ ０ に 設 置 さ れ る リ ー ド 線 を 固 定 案 内 す る た め の リ
ブ ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 回 路 基 盤 ４ ０ は 、 図 ４ に 示 す 形 態 を 有 し て い る 。 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 回 路 基 盤 の
外 観 上 面 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 に 係 る 回 路 基 盤 ４ ０ は 、 組 電 池 １ ０ と 接 続 す る 給 電 用 リ ー
ド 線 ４ １ と 、 こ の 給 電 用 リ ー ド 線 ４ １ を 介 し て 得 た 組 電 池 １ ０ か ら の 電 力 を 電 動 工 具 に 給
電 す る た め の 端 子 ４ ２ を 備 え て い る 。 ま た 、 回 路 基 盤 ４ ０ に は 、 別 の 素 子 用 リ ー ド 線 ４ ３
を 介 し て 温 度 検 出 用 素 子 で あ る サ ー ミ ス タ ４ ４ と サ ー モ ス タ ッ ト ４ ５ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 サ ー ミ ス タ ４ ４ は 、 温 度 の 変 化 に 対 し て 極 め て 大 き な 抵 抗 値 変 化 を 示 す 抵 抗 器 で
あ る 。 本 実 施 形 態 に 係 る サ ー ミ ス タ ４ ４ と し て は 、 温 度 の 上 昇 に 伴 い 抵 抗 値 が 減 少 す る Ｎ
Ｔ Ｃ （ Negative Temperature Coefficient） や 、 あ る 温 度 を 超 え る と 抵 抗 値 が 急 激 に 大 き
く な る Ｐ Ｔ Ｃ (Positive Temperature Coefficient)を 採 用 す る こ と が で き る 。 一 方 、 サ ー
モ ス タ ッ ト ４ ５ は 、 所 定 の 温 度 を 検 出 す る と 自 動 的 に ス イ ッ チ を Ｏ Ｎ と す る セ ン サ で あ る
。 こ れ ら サ ー ミ ス タ ４ ４ と サ ー モ ス タ ッ ト ４ ５ か ら 成 る 温 度 検 出 用 素 子 を 蓄 電 池 １ １ に 接
触 さ せ る こ と に よ り 、 本 実 施 形 態 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク は 、 蓄 電 池 １ １ の 温 度 を 検
出 し て 安 定 し た 充 電 制 御 、 温 度 制 御 な ど の 電 池 制 御 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 回 路 基 盤 ４ ０ に は 、 イ ン ナ ー カ バ ー ３ ０ の ね じ 孔 ３ ２ に 対 応 し た ね じ 孔 ４ ６ が 形
成 さ れ て お り 、 こ れ ら ね じ 孔 ３ ２ ， ４ ６ 同 士 を ね じ ４ ７ に よ っ て 螺 合 す る こ と に よ り 、 回
路 基 盤 ４ ０ を イ ン ナ ー カ バ ー ３ ０ に 固 定 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 電 池 パ ッ ク ケ ー ス カ バ ー ５ ０ は 、 上 述 し た 組 電 池 １ ０ 、 イ ン ナ ー カ バ ー ３ ０ 、 回 路 基 盤
４ ０ を 覆 う よ う に 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 ２ ０ に 対 し て 設 置 さ れ る 部 材 で あ り 、 電 池 パ ッ ク
ケ ー ス 本 体 ２ ０ と 協 働 し て 電 池 パ ッ ク の 外 郭 を 構 成 す る 部 材 で あ る （ 図 １ Ａ ， 図 １ Ｂ ， 図
１ Ｃ 参 照 ） 。 電 池 パ ッ ク ケ ー ス カ バ ー ５ ０ は 、 給 電 対 象 製 品 と の 接 続 部 を 構 成 す る 部 材 で
あ り 、 端 子 ４ ２ と 接 続 す る 給 電 対 象 製 品 側 の 端 子 を ス ム ー ズ に 挿 入 す る た め の 端 子 挿 入 口
５ １ や 給 電 対 象 製 品 と の 接 続 固 定 手 段 ５ ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 、 本 実 施 形 態 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク の 主 要 な 構 成 部 材 に つ い て 説 明 し た が 、
本 実 施 形 態 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク の 特 徴 的 な 点 と し て 、 温 度 検 出 用 素 子 の 設 置 構 造
を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 再 度 、 図 １ Ａ な い し 図 ４ を 参 照 し て 、 か か る 特 徴 点 を 説 明 す る と 、 本 実 施 形 態 に 係 る 温
度 検 出 用 素 子 で あ る サ ー ミ ス タ ４ ４ と サ ー モ ス タ ッ ト ４ ５ は 、 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 ２ ０
に 形 成 さ れ る 規 制 壁 ２ ２ と 、 イ ン ナ ー カ バ ー ３ ０ が 備 え る 切 欠 部 ３ ４ と に よ っ て 形 成 さ れ
る 空 間 ３ ５ に 嵌 め 込 み 設 置 さ れ る こ と に よ り 、 蓄 電 池 １ ０ に 対 し て 接 触 状 態 と さ れ て い る
。 こ の よ う に 、 サ ー ミ ス タ ４ ４ と サ ー モ ス タ ッ ト ４ ５ を 規 制 壁 ２ ２ と 切 欠 部 ３ ４ と に よ っ
て 形 成 さ れ る 空 間 ３ ５ に 嵌 め 込 み 設 置 す る こ と に よ っ て 、 設 置 状 態 を 目 視 確 認 す る こ と が
で き 、 温 度 検 出 用 素 子 の 蓄 電 池 １ １ に 対 す る 確 実 な 接 触 状 態 を 実 現 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 電 池 パ ッ ク ケ ー ス カ バ ー ５ ０ に は 、 空 間 ３ ５ に 嵌 め 込 み 設 置 さ れ る 温 度 検 出 用 素
子 の 移 動 を 規 制 す る た め の ボ ス ５ ３ が 設 置 さ れ て い る 。 こ の ボ ス ５ ３ は 、 電 池 パ ッ ク ケ ー
ス カ バ ー ５ ０ を 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 ２ ０ に 設 置 し た 状 態 に お い て 下 方 に 伸 び る 構 造 体 で
あ り 、 常 に は 温 度 検 出 用 素 子 （ サ ー ミ ス タ ４ ４ 、 サ ー モ ス タ ッ ト ４ ５ ） お よ び 素 子 用 リ ー
ド 線 ４ ３ を 押 圧 せ ず 、 温 度 検 出 用 素 子 （ サ ー ミ ス タ ４ ４ 、 サ ー モ ス タ ッ ト ４ ５ ） お よ び 素
子 用 リ ー ド 線 ４ ３ が 空 間 ３ ５ か ら 抜 け る 方 向 に 動 い た と き に 、 か か る 動 作 を 規 制 す る 機 能
を 発 揮 す る 部 材 で あ る 。 し た が っ て 、 こ の ボ ス ５ ３ は 、 温 度 検 出 用 素 子 （ サ ー ミ ス タ ４ ４
、 サ ー モ ス タ ッ ト ４ ５ ） お よ び 素 子 用 リ ー ド 線 ４ ３ を 損 傷 さ せ る こ と が な く 、 し か も 、 温
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度 検 出 用 素 子 （ サ ー ミ ス タ ４ ４ 、 サ ー モ ス タ ッ ト ４ ５ ） と 蓄 電 池 １ １ と の 接 触 状 態 を 確 実
に 維 持 さ せ る こ と が で き る の で 、 従 来 技 術 で は 実 現 で き な か っ た 製 品 品 質 の 向 上 と 長 寿 命
化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 図 ５ Ａ お よ び 図 ５ Ｂ を 用 い て 本 実 施 形 態 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク の さ ら な
る 特 徴 点 を 説 明 す る 。 こ こ で 、 図 ５ Ａ お よ び 図 ５ Ｂ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 組 電 池 １ ０ 、 イ
ン ナ ー カ バ ー ３ ０ お よ び 回 路 基 盤 ４ ０ の 接 続 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 図 ５ Ａ は 外 観 上 面 図 、
図 ５ Ｂ は 外 観 正 面 図 で あ る 。 図 ５ Ａ お よ び 図 ５ Ｂ に お い て よ り 詳 細 に 示 さ れ る よ う に 、 回
路 基 盤 ４ ０ に 設 置 さ れ る 給 電 用 リ ー ド 線 ４ １ と 素 子 用 リ ー ド 線 ４ ３ は 、 イ ン ナ ー カ バ ー ３
０ に 形 成 さ れ る リ ブ ３ ３ に よ っ て 固 定 案 内 さ れ て お り 、 外 部 か ら の 衝 撃 な ど が 加 わ っ た と
し て も 、 こ れ ら 給 電 用 リ ー ド 線 ４ １ と 素 子 用 リ ー ド 線 ４ ３ は 容 易 に 移 動 で き な い よ う に な
っ て い る 。 し た が っ て 、 素 子 用 リ ー ド 線 ４ ３ が 乱 れ る こ と に よ っ て 温 度 検 出 用 素 子 （ サ ー
ミ ス タ ４ ４ 、 サ ー モ ス タ ッ ト ４ ５ ） の 蓄 電 池 １ １ に 対 す る 接 触 状 態 を 悪 化 さ せ る こ と が な
い 。 ま た 、 リ ブ ３ ３ の 設 置 に よ っ て 、 素 子 用 リ ー ド 線 ４ ３ は 最 適 且 つ 最 短 の 経 路 で 配 線 さ
れ る こ と に な る の で 、 温 度 検 出 用 素 子 （ サ ー ミ ス タ ４ ４ 、 サ ー モ ス タ ッ ト ４ ５ ） と 蓄 電 池
１ １ と の 接 触 状 態 が 、 さ ら に 安 定 化 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク は 、 以 上 説 明 し た よ う な 種 々 の 好 適 な 形 態 を 有
す る も の で あ る が 、 さ ら に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク は 、 温 度 検 出 用 素 子
（ サ ー ミ ス タ ４ ４ 、 サ ー モ ス タ ッ ト ４ ５ ） と 蓄 電 池 １ １ と の 接 触 状 態 を 維 持 す る た め の 形
態 を 有 し て い る 。 こ の 形 態 は 、 図 １ Ｄ に 示 さ れ る よ う に 、 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 ２ ０ に 形
成 さ れ る 位 置 決 め 壁 ２ ６ と 、 イ ン ナ ー カ バ ー ３ ０ に 形 成 さ れ る 当 接 部 ３ ６ と に よ っ て 構 成
さ れ る も の で あ り 、 位 置 決 め 壁 ２ ６ は 、 イ ン ナ ー カ バ ー ３ ０ を 所 定 位 置 に 位 置 決 め す る た
め の 部 材 形 状 で あ り 、 当 接 部 ３ ６ は 、 イ ン ナ ー カ バ ー ３ ０ が 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 ２ ０ に
設 置 さ れ た 状 態 に お い て 、 位 置 決 め 壁 ２ ６ と 対 向 接 触 す る 部 材 形 状 で あ る 。 位 置 決 め 壁 ２
６ と 当 接 部 ３ ６ と が 互 い に 対 向 接 触 し て 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 ２ ０ と イ ン ナ ー カ バ ー ３ ０
と を 確 実 に 固 定 す る こ と に よ り 、 全 て の 部 材 で 安 定 し た 設 置 状 態 が 保 た れ る こ と に な る 。
し た が っ て 、 温 度 検 出 用 素 子 （ サ ー ミ ス タ ４ ４ 、 サ ー モ ス タ ッ ト ４ ５ ） の 蓄 電 池 １ １ に 対
す る 接 触 状 態 を さ ら に 安 定 化 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は 上 記 実 施 形
態 に 記 載 の 範 囲 に は 限 定 さ れ な い 。 上 記 実 施 形 態 に は 、 多 様 な 変 更 又 は 改 良 を 加 え る こ と
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 例 え ば 、 上 述 し た 本 実 施 形 態 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク は 、 温 度 検 出 用 素 子 で あ る サ
ー ミ ス タ ４ ４ と サ ー モ ス タ ッ ト ４ ５ を 、 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 ２ ０ に 形 成 さ れ る 規 制 壁 ２
２ と 、 イ ン ナ ー カ バ ー ３ ０ が 備 え る 切 欠 部 ３ ４ と に よ っ て 形 成 さ れ る 空 間 ３ ５ に 嵌 め 込 み
設 置 す る と い う 構 成 を 採 用 し た も の で あ っ た 。 し か し な が ら 、 図 ６ Ａ お よ び 図 ６ Ｂ に お い
て 示 す よ う に 、 イ ン ナ ー カ バ ー ６ ０ 単 体 で 規 制 壁 ６ ２ と 切 欠 部 ６ ４ を 構 成 す る よ う に し 、
こ れ ら 規 制 壁 ６ ２ と 切 欠 部 ６ ４ と で 形 成 さ れ る 空 間 ６ ５ に 対 し て 温 度 検 出 用 素 子 （ サ ー ミ
ス タ ４ ４ 、 サ ー モ ス タ ッ ト ４ ５ ） を 嵌 め 込 み 設 置 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 構 成 は 、 イ ン ナ ー カ バ ー ６ ０ の 温 度 検 出 用 素 子 嵌 め 込 み 位 置 に 開 口 部 ６ ８ を 形 成 す
る と と も に 、 こ の 開 口 部 ６ ８ を 挟 ん で イ ン ナ ー カ バ ー ６ ０ の 先 端 側 に 延 び る 規 制 壁 ６ ２ と
、 開 口 部 ６ ８ の 内 側 に 位 置 す る 切 欠 部 ６ ４ と に よ っ て 実 現 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に
、 規 制 壁 ６ ２ と 切 欠 部 ６ ４ と で 形 成 さ れ る 空 間 ６ ５ に 嵌 め 込 み 設 置 さ れ る 温 度 検 出 用 素 子
（ サ ー ミ ス タ ４ ４ 、 サ ー モ ス タ ッ ト ４ ５ ） は 、 設 置 状 態 を 目 視 確 認 す る こ と が で き 、 し か
も 蓄 電 池 １ １ に 対 す る 確 実 な 接 触 状 態 を 常 に 維 持 す る こ と が で き る の で 、 図 ６ Ａ お よ び 図
６ Ｂ で 示 し た 形 態 の 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク で あ っ て も 、 図 １ Ａ な い し 図 ５ Ｂ で 説 明 し た 実
施 形 態 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク と 同 様 の 作 用 効 果 を 発 揮 す る こ と が 可 能 で あ る 。 そ の
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様 な 変 更 又 は 改 良 を 加 え た 形 態 も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 含 ま れ 得 る こ と が 、 特 許 請 求 の 範
囲 の 記 載 か ら 明 ら か で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ Ａ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク の 外 観 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ Ｂ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク の 外 観 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ Ｃ 】 図 １ Ａ に お け る Ａ － Ａ 断 面 を 示 す 縦 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ Ｄ 】 図 １ Ｂ に お け る Ｂ － Ｂ 矢 視 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ Ｅ 】 図 １ Ｄ に お け る Ｃ － Ｃ 断 面 を 示 す 縦 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 の 外 観 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 図 ２ Ａ に お け る Ｄ － Ｄ 断 面 を 示 す 縦 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 本 実 施 形 態 に 係 る イ ン ナ ー カ バ ー の 外 観 形 状 を 示 す 外 観 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ａ に お け る Ｅ － Ｅ 断 面 を 示 す 縦 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 回 路 基 盤 の 外 観 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 組 電 池 、 イ ン ナ ー カ バ ー お よ び 回 路 基 盤 の 接 続 状 態 を 示 す 外
観 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 組 電 池 、 イ ン ナ ー カ バ ー お よ び 回 路 基 盤 の 接 続 状 態 を 示 す 外
観 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 別 の 実 施 形 態 に 係 る 電 動 工 具 用 電 池 パ ッ ク の 構 造 を 例 示 す る 上 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 図 ６ Ａ に お け る Ｆ － Ｆ 断 面 を 示 す 縦 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ ０ 　 組 電 池 、 １ １ 　 蓄 電 池 、 ２ ０ 　 電 池 パ ッ ク ケ ー ス 本 体 、 ２ １ 　 曲 面 形 状 、 ２ ２ 　
規 制 壁 、 ２ ６ 　 位 置 決 め 壁 、 ３ ０ 　 イ ン ナ ー カ バ ー 、 ３ １ 　 曲 面 形 状 、 ３ ２ 　 ね じ 孔 、 ３
３ 　 リ ブ 、 ３ ４ 　 切 欠 部 、 ３ ５ 　 空 間 、 ３ ６ 　 当 接 部 、 ４ ０ 　 回 路 基 盤 、 ４ １ 　 給 電 用 リ
ー ド 線 、 ４ ２ 　 端 子 、 ４ ３ 　 素 子 用 リ ー ド 線 、 ４ ４ 　 サ ー ミ ス タ 、 ４ ５ 　 サ ー モ ス タ ッ ト
、 ４ ６ 　 ね じ 孔 、 ４ ７ 　 ね じ 、 ５ ０ 　 電 池 パ ッ ク ケ ー ス カ バ ー 、 ５ １ 　 端 子 挿 入 口 、 ５ ２
　 接 続 固 定 手 段 、 ５ ３ 　 ボ ス 、 ６ ０ 　 イ ン ナ ー カ バ ー 、 ６ ２ 　 規 制 壁 、 ６ ４ 　 切 欠 部 、 ６
５ 　 空 間 、 ６ ８ 　 開 口 部 。
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【 図 １ Ａ 】 【 図 １ Ｂ 】

【 図 １ Ｃ 】 【 図 １ Ｄ 】
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【 図 １ Ｅ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ３ Ａ 】
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【 図 ３ Ｂ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】
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【 図 ６ Ａ 】 【 図 ６ Ｂ 】

(12) JP 2007-12302 A 2007.1.18


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

